
平成２８年第７回中津川市教育委員会（定例会）議事録（要旨） 

 

 

日    時   平成２８年６月１７日（金） 午後１時３０分 

 

 

場    所   にぎわいプラザ ４－１会議室 

 

 

出席委員   小栗 仁志   田島 雅子   小幡 隆德 

林  由美   大井 文高 

 

 

事務職員  早川事務局長・大巾文化スポーツ部長・原教育次長兼学校教育課長 

 今井事務局次長兼教育企画課長・末木文化スポーツ部次長  

 西尾教育研修所長・小椋幼児教育課長・足立子育て政策室長 

山下発達支援センター所長・西尾阿木高等学校事務長 

吉村施設計画推進室長・糸魚川生涯学習スポーツ課長 

宮嶋中央公民館長 

  

 

会議日程   １ 開            会 

       ２ 前回議事録の承認 

３ 議            事 

４ 閉 会 

 

 

番 号 議 題 結 果 

議第２２号 
平成２９年度中津川市立阿木高等学校使用教科用図書の採

択について 
承 認 

議第２３号 
中津川市私立幼稚園就園奨励費補助金交付規則の一部改正

について 
承 認 

議第２４号 平成２８年度中津川市選奨生の選考結果について 承 認 
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【開 会】 

【議 事】 

【委員長】議事に入ります。日程第１、議第２２号 平成２９年度中津川市立阿木

高等学校使用教科用図書の採択について、提案説明をお願いします。西尾阿木高等

学校事務長。 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

【委員長】ご意見、ご質問ありましたらお願いします。小幡委員。 

【小幡委員】お願いというか期待を申し上げます。阿木高等学校で卒業した生徒が、

中学校のときにはなかなか学校に行けないという状況でした。その子が入学して卒

業するときには、自信をもって次のところに進む、就学するということで報告に来

てくれました。いきいきとして次のステップを上がっていくという状況がうかがわ

れて、大変嬉しかったことを覚えています。そういったことの配慮が、この教科書

の選定の中にきっとあるだろうと思います。今、数学の教科書を見ましたが、今の

お話の中に自学自習という言葉が出てきて、本当にそうだろうと思いました。いろ

いろな段階の子どもさんが、いろいろな問題を持ったり、子どものレベルにも違い

があると思いますが、そういった子どもさんが自分一人の課題をきちんと持って進

めていけるという教科書を選んでいていただけることが、きっとそういったことに

つながっていくだろうと。また、高校の先生方が一人ひとりに対してしっかりとし

た丁寧なご指導をしてくださっているということで、そんな成果が生まれているん

じゃないかと思います。多様な生徒に対応した授業展開をお願いしたいという森委

員の意見もございましたが、私も全くそのように思います。ぜひ、その辺を学校で

進めていただき、すばらしい実績を上げていただければと思っています。よろしく

お願いいたします。 

【阿高事長】本当に多くの生徒が自信を持って卒業を迎えられるように、この教科

書は有料ですので、有効に使っていきたいと考えています。 

【委員長】そのほか、ご意見、ご質問ありましたらお願いします。田島委員。 

【田島委員】阿木高の役割の大きさは大変認識しております。本当に有りがたいこ

とだと思っております。小学校、中学校の義務教育の過程を阿木高校で丁寧に復習

させて、また理解を深めさせて、その知識を使いこなすということができるように

ということで、非常なケアをしていらっしゃるのはよく分かります。私は持論で、

中学校までの知識で社会人として生きていけると思っております。多様な生徒たち

に対しての教科書選びというのは、本当に大変だと思うんですが、選定委員会の方々

を信じておりますので、それは安心しております。 

 一つ、阿木高校の生徒さんたちは社会に直結しておられますね。進学の方もおみ

えですが、ほとんどの方が就職、阿木高校を出てそのまま社会に出ていくというこ

とを聞いております。阿木高校の生徒だから雇いましょうというところもあるとい
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う話も聞いております。社会に直結しているということで、学生から社会人になる

というのが非常に大事なところで、社会習慣とかマナーとかふるまいとか、そうい

うことを、もちろん教科書だけではなくて、指導していただいて、しっかりと身に

着けていただいて、社会に出て堂々と社会人としてふるまっていけるという後押し

をしっかりとしていただきたいと思います。意見です。 

【委員長】そのほか、ご意見、ご質問ありましたらお願いします。大井教育長。 

【教育長】ちょっと確認させていただきます。継続１８種目は購入済みとなってお

りますが、ここに主な選定理由と記されている項目については、たとえば国語では

１段目、３段目、４段目のように意見が記されているものは、今まで使っていたも

のと変更があったのかどうか。意見が書いてあるものはみんな替わったのか、その

辺を確認させていただきます。 

【委員長】阿木高等学校事務長。 

【阿高事長】選定理由があるものについては、教科書が改訂されておりますので、

全て替わっております。 

【教育長】教科書が替わってはいますが、発行者が替わったとか、そういうことに

ついてはいかがですか。 

【委員長】佐々木先生。 

【阿高教諭】発行者の替わったものもあります。発行者も多くの会社から選ばせて

いただきました。 

【教育長】この教科書自体は、確かに子どもたちの状態を見ると、内容は漢字等も

難しい字が使ってあったりするんですが、これに準じて、たとえばこの科目ではこ

ういった副教材的なものを使っているとか、そういうものはいくつかありますか。 

【阿高教諭】科目によりますが、本校では学校設定科目の中で、マルチベーシック、

カルチベーション等で、特に英数国を中心に学び直しの科目を設定しておりますの

で、その中で学び直し的な教材を学校独自で作ったものを利用しています。できる

だけ経済的負担も考えて、補助教材的なものは自作ということで対応しています。 

【委員長】そのほかご意見、ご質問ありましたらお願いします。田島委員。 

【田島委員】この教科書は親に負担をしていただくということですね。１セットど

れぐらいの値段になるのでしょうか。 

【委員長】西尾阿木高等学校事務長。 

【阿高事長】入学時に学校諸費として２万円をいただきます。今手元に資料があり

ませんが、そのうちのどれだけかが費用となっていると思います。 

【田島委員】入学時に２万円を親が払い、その中から教科書代が出ているというこ

とで、親は教科書を買っているという意識はないんですか。 

【委員長】佐々木先生。 

【阿高教諭】訂正します。入学時に親御さんが業者さんにお金を払って直接買って
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いただいています。学納金とは別です。正確には、選択科目等もありますので、２

万円ぐらいであったと思います。２年生、３年生になるときは冊数が減ってまいり

ますので、５千円程度で収まっているはずです。 

【委員長】大井教育長。 

【教育長】質問ではないですが、つい先だって、たまたまあることから高等学校の

世界史Ａというのを購入してみたんですが、確か１冊７、８百円ぐらいだったと思

います。 

【委員長】そのほかご意見、ご質問ありましたらお願いします。 

 それではないようですので、議第２２号 平成２９年度中津川市立阿木高等学校

使用教科用図書の採択について、を承認とさせていただきます。ありがとうござい

ます。 

 続きまして、日程第２、議第２３号 中津川市私立幼稚園就園奨励費補助金交付

規則の一部改正について、提案説明をお願いします。小椋幼児教育課長。 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

【委員長】ただいまの提案説明につきまして、ご意見、ご質問よろしくお願いしま

す。田島委員。 

【田島委員】この件について意見はございません。移動教育委員会のときに、中津

川市の公私立ともに就園補助制度の説明は組み込まれていますか。 

【委員長】小椋幼児教育課長。 

【幼教課長】この制度につきましては、私立の幼稚園を通じて、全ての対象保護者

に詳細の制度説明のものを送付し、疑問がありましたらこちらにご連絡をいただく

ということで手配しております。６月末までを申請の期限として、順次申し出を受

け付けています。 

【田島委員】組み込まれていないということですね。 

【幼教課長】はい。移動教育委員会には、今のところ組み込んでおりません。 

【委員長】そのほかありますか。大井教育長。 

【教育長】事務局でありながら確認を怠っていました。多子計算に関わる兄姉の年

齢制限を完全に撤廃ということなので、たとえば成人していて所得はあるという兄

姉がいても入るということですね。 

【委員長】小椋幼児教育課長。 

【幼教課長】年齢制限は完全に撤廃ですので、どれほど年齢が離れていても、同居

でなくても、同一生計であればカウント対象となります。 

【委員長】そのほかご意見、ご質問ありましたらお願いします。 

 ないようですので、議第２３号 中津川市私立幼稚園就園奨励費補助金交付規則

の一部改正について、を承認とします。 

 続きまして、日程第３、議第２４号 平成２８年度中津川市選奨生の選考結果に
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ついて、提案説明をお願いします。 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

【委員長】ただいまの議案につきまして、ご意見、ご質問あればお願いします。田

島委員。 

【田島委員】これは繰り上げをされたわけですね。 

【委員長】今井事務局次長。 

【事局次長】はい。いわゆる繰り上げになります。前回まで７６番の方までが対象

となりましたが、３人繰り上げて７９番までの方が対象となります。 

【田島委員】これは選挙ではないので、留学や県外へ出られたとか資格を失った方

がおられれば、随時来年の受付けのときまで繰り上げていかれるわけですか。 

【事局次長】退学とかそういった事案が発生することは、年間を通じてあります。

そういった場合に枠ができた時点で、また皆さんにご審議いただくことになります。

ただし、奨学金につきましては、半年ごとの支払いで年２回です。今回、第１期目

のお支払いに関して、この３人の方も間に合います。これは前期の分です。多分、

前期はこれで締めさせていただくことになります。次に後期の分でそれまでに退学

などの申し入れがあれば、次期、第２期の分について追加が発生する可能性はあり

ます。 

【委員長】そのほかありますか。 

 私から質問です。先ほどの留学されるという方の話で、ちょっとよく分からなか

ったんですけど、その方が留学から帰って来られた、また奨学金がもらいたいとい

った場合は、また審査から始まるのでしょうか。今井事務局次長。 

【事局次長】審査ではなくて、学校からの在学証明書が出された時点で、もともと

その資格を持っておられますので、再度対象となります。ただし、継続期間は前回

からの累計での計算になります。４年間なら４年間となります。 

【委員長】話は分かりました。予算枠があって、この留学された方の期間の分をほ

かの人にお渡しするわけですね。留学された方が今度在学証明書を取ったときに、

その人はもらえる権利があるからもらう。その原資はどこから出てくるのですか。 

【事局次長】留学については、１年といった単位で捉えていますので、在学証明に

ついても、１年ごとの提出ということになっています。その時点での判断というこ

とになりますので、そのときに枠の中での計算になります。 

【委員長】そのほかございますか。小幡委員。 

【小幡委員】前回も確認しましたが、できるだけこの時期に選定をしたから、もう

それで後は受付けないということではなくて、今のようにある程度柔軟な形で、予

算の枠があれば必要な段階で見ていただくことを速やかにやってくださいと、前回、

申し上げたつもりですので、そういった流れの中で今きちんとやっていただけてい

るということで、ぜひまたお願いします。前期はこれで打ち切りになるということ
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ですが、後期分は何月ぐらいになると支払うということですか。 

【委員長】今井事務局次長。 

【事局次長】次回、第２期の支払いは１月を予定しています。 

【委員長】そのほかよろしいでしょうか。田島委員。 

【田島委員】県の情報で聞いたような気がするのですが、給付型という奨学金の制

度は、中津川には今ないわけですよね。そういうのは検討していますか。 

【委員長】今井事務局次長。 

【事局次長】給付型は現時点では医師・看護師になられる方について、別の奨学金

制度がございます。給付型については、いろいろ検討も進めております。ただし、

今の時点で行っている中津川市の奨学金資金貸与制度は、中身が少し給付型とはな

じまない制度でもあるというところで、もしするのであれば別制度を設けてやって

いきたいと考えています。それは、医師・看護師のように、たとえば今不足と言わ

れている保育士とか教員とか、そういった方々が将来になってふるさと中津川で活

躍してくれるという条件をもって、そういう設定をしていこうというところを狙っ

て今検討中です。 

【田島委員】いいことを聞かせていただきました。保育士は確かに危急存亡という

か、本当に欲しいところです。魅力ある給付制度があれば保育士の確保もまたすぐ

にできるようになってくるといいと思うんですけど。とにかく、目的があってとい

う、交換条件というとおかしいですが、そういう形で考えておられるということを

初めて伺いましたので、できるだけ検討というのが、多分検討が長く続くのではな

いかと思うので、いいことは迅速に行っていただけると有りがたく思います。 

【委員長】そのほかよろしいでしょうか。 

 私から一点意見を。来年度もこの選奨生の募集をすると思いますが、今回から、

ほかでお金をいただく方の分を、最初に決められた方とは別の方というか、順番に

渡すという話をしてスタートしているわけですが、募集をするときに、その辺も新

たに付け加えていただけるといいと思いますのでお願いいたします。今井事務局次

長。 

【事局次長】この応募をするに当たって、受付けにおいて気を付けなければならな

い点が最近多く出てきました。それは、返すべきお金であるということの確認をす

ることと、今回新たに始めた、次点というものについても、あまり期待を持たれて

も困りますが、そういった可能性があるということも含めての制度説明をしていか

なければならないということです。次年度に向けてしっかりと説明態勢を作ってい

きたいと思います。以上です。 

【委員長】ご意見、ご質問ないようですので、議第２４号 平成２８年度中津川市

選奨生の選考結果について、を承認とさせていただきます。 

 以上で議案が終了しました。次回の開催日程をお願いします。今井事務局次長。 
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【事局次長】次回は７月１５日午前９時３０分からにぎわいプラザ４－１会議室で

開催します。以上です。 

【委員長】次回は平成２８年７月１５日金曜日、午前の開催で９時３０分からここ

４階の会議室で開催します。よろしくお願いします。 

 以上で平成２８年第７回中津川市教育委員会を閉会します。ありがとうございま

した。 

【閉 会】 

 

〔 閉  会 （午後２時４３分）〕 


